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0. はじめに  
日本語と朝鮮語には共に多くの程度副詞が存在する。卒業論文ではその中でも「多少」、
「少し」、「ちょっと」とこれらに似たふるまいをする朝鮮語の「다소(daso)1」、「조금(jogym)」、
「좀(jom)」に焦点を当てて対照を行った。本稿では「多少」、「ちょっと」、「少し」間と「다소」、
「조금」、「좀」間それぞれの関係を、コーパス調査を通して使用頻度、意味、共起関係の
面から検討し、また「多少」と「다소」、「少し」と「조금」、「ちょっと」と「좀」の相違
点と共通点についても考える。 
 
1. 先行研究のまとめ 
1.1. 辞書における意味記述 
卒業論文では数種類の辞書の意味記述をあげたが、本稿では代表して『広辞苑 第五版』
(1998)における「多少」、「少し」、「ちょっと」の記述、『朝鮮語大辞典』(2001)における「다소」、
「조금」、「좀」の記述を表 1、表 2 にまとめた。 
 
表 1: 「多少」、「少し」、「ちょっと」の意味記述 
多少 少し ちょっと 
いくらか。幾分か。少
しは。 
わずか。少し。 ①  わずか。少し。 
②  (逆説的に)存外。かなり。 
③  しばらく。(呼びかけにも使う) 
④  ほんのついでに。 
⑤ (否定の語を伴って)少々のことでは。そう簡単に
は。 
 
表 2: 「다소」、「조금」、「좀」の意味記述 
다소 조금 좀 
多かれ少なかれ、
いくらか、いくぶ
ん、多少 
 
(時間・量・程度などの)少
し、ちょっと 
 
① (分量・程度や時間的な長さが)少し、ちょっと 
② (人に頼む時)ちょっと、どうぞ 
③ (疑問文や反語的表現で)大いに、どんなにか、さ
ぞ、さぞかし、いかほど 
                                                        
1 転写は河野式(野間 (2007: 403, 405, 407))による。 
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1.2. 「多少」についての先行研究のまとめ 
ここでは、「多少」の共起関係に関する四つの先行研究(渡辺 (1990)、(2001)、服部 (1996)、
唐・加藤 (2003))を筆者が表にしてまとめた。 
 
表 3: 「多少」との共起制限について 
渡辺 (1990)、(2001) 
・「Ｘは多少Ａだ」および「ＸはＹより多少Ａだ」において、Ａの位置にはマイナス評
価の与えられたものがよく馴染み、プラス評価の与えられたものは馴染みにくい。 
・「Ｘは多少Ａだ」のＡの位置にプラス評価の語を立てることが許されるのは、逆説仮
定(でも)の接続と、逆説仮定(だが)の接続の場合に限られている。 
服部 (1996) 
・「Ｘは多少Ａだ」および「ＸはＹより多少Ａだ」において、Ａの位置はプラス評価か
マイナス評価かは関係しておらず、明確な判断基準の存在を要求する性質を持つ。 
→「おいしい/ まずい」、「面白い/ つまらない」のようなタイプの反義対をなす程度性
表現では、「素直だ/ 生意気だ」とは異なり「まずさ・つまらなさ」(あるいは「おいし
さ・おもしろさ」)が零であると言いうる線は明確には意識されにくいためともに共起
制限が起こる。 
・以下の場合には「多少」との共起に特に制約はない。 
① 明確な個別的比較対象が示されている場合 
② 文脈から比較基準が理解される場合 
③ 述語の語彙的意味内容から自ずと比較基準が与えられる場合 
④ 敵格性基準が想定される場合 
唐・加藤 (2003) 
・「多少」の共起制限は、零の線の有無によって起こるのではなく、被修飾語の属性(主
観的であるか客観的であるか)によって考えられる。 
→「一般的常識・社会的期待」などの客観性を含んだ「素直だ/ 生意気だ」に比べて、
「面白い/ つまらない」などは全く個々人の主観的なものであるため「多少」類とは共
起できない。 
→渡辺 (1990)は「素直だ/ 生意気だ」などの「評価性」の強い語のみを扱っており、「高
い」、「暖かい」という評価性の薄い形容詞の場合は、明確な比較対象が示されていな
い(または文脈から理解されない)場合でも「多少」との共起制限は起こらない。 
・「危険だ」、「生意気だ」とは異なり、「安全だ」、「素直だ」はあるレベルに達してい
ないと「安全だ」、「素直だ」と言えないため、程度の小ささを表す「多少」類と共起
制限が生じる。 
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2. コーパス資料による対照 
2.1. 調査方法 
 日本語のコーパスとしては『新潮文庫の 100 冊・ＣＤ－ＲＯＭ版』(以下『新潮文庫』と
する)、『BTS による多言語話し言葉コーパス 日本語会話 1・2 (2007 年度版)』(以下『話し
言葉コーパス』とする)を用い、朝鮮語のコーパスとしては『21 世紀世宗計画』を用いた。 
調査の対象とする用例は以下のとおりである。 
 
日本語 ① 『新潮文庫』: 外国語の翻訳作品を除く 67 作品の 1～2000 行目までの範囲で
抽出された「多少」、「少し」、「ちょっと」を含む合計 1872 例 
② 『話し言葉コーパス』: 日本人同士の会話の 11 カテゴリー全 127 会話中の各 5
会話、計 55 会話 
朝鮮語 『21 世紀世宗計画』: 「다소」、「조금」、「좀」を用いた全用例(数量データに使用)
および 12 のカテゴリーより 10 例ずつ抽出した合計 120 例
(例文の分析に使用) 
 
 なお、対象となる日本語および朝鮮語の各 3 副詞の前後に助詞または副詞が接続してい
るもの(「もう少し」、「ちょっとは」など)、3 副詞が含まれた異なる副詞(「ちょっとやそ
っと」、「少しく」など)は除外する。 
 
2.2. 結果および考察 
2.2.1. 使用頻度の調査 
2.2.1.1. 日本語(「多少」、「少し」、「ちょっと」) 
『新潮文庫』の各作品の 1～2000 行目および『話し言葉コ－パス』の 55 会話中に出てき
た「多少」、「少し」、「ちょっと」の数をまとめたのが表 4 である。なお、以後の表の( )内
の百分率は小数点以下一位を四捨五入した。 
 
表 4: 『新潮文庫』『話し言葉コーパス』における「多少」、「少し」、「ちょっと」の数 
 多少(%) 少し(%) ちょっと(%) 
新潮文庫 87(5) 1144(61) 641(34) 
話し言葉コーパス 2(0) 13(4) 379(96) 
 
考察:  
「多少」→「少し」、「ちょっと」に比べ使用頻度はかなり低く、特に話し言葉で低い。 
「少し」→話し言葉より小説で使用される頻度が高く、小説では「ちょっと」より圧倒
的に多く用いられる。 
「ちょっと」→小説より話し言葉でよく使用される。 
以上のことより、「多少」は使用される機会がかなり限られており、一方「少し」と「ち 
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ょっと」は話し言葉と書き言葉で使い分けがされていると考えられる。 
 
2.2.1.2. 朝鮮語(「다소」、「조금」、「좀」) 
『21 世紀世宗計画』における「다소」、「조금」、「좀」の全用例を純話し言葉、小説、そ
の他に分類したのが表 5 である。 
 
表 5: 「다소」、「조금」、「좀」の分類 
 다소(%) 조금(%) 좀(%) 
純話し言葉 37(2) 259(12) 1818(86) 
小説 277(9) 617(19) 2364(72) 
その他 1098(11) 1874(19) 6916(70) 
 
考察:  
「다소」→話し言葉での使用頻度は「조금」や「좀」に比べかなり低い。一方小説は他
のカテゴリーにおいては日本語の「多少」よりは多く使用されている。 
「조금」→話し言葉における使用頻度は日本語の「少し」より高い。 
「좀」→どのカテゴリーにおいても圧倒的に使用頻度が高い。 
 
 以上のことより、「다소」は「多少」ほどは使用する機会が限定されておらず、また「조금」
と「좀」は「少し」や「ちょっと」のように話し言葉と書き言葉で使い分けがされている
わけではなく、小程度を表すには主に「좀」が使用されると考えられる。 
 
2.2.2. 意味・用法に関する考察 
2.2.2.1. 「多少」、「다소」   
 2.2.1.1.で表 4 に示した「多少」全 89 例と『21 世紀世宗計画』の各カテゴリーより 10 例
ずつ計 120 例を①明確な比較基準とともに現れる場合、②文脈から判断される比較基準と
ともに現れる場合、③その他の三つに分類し、それぞれの用法の日本語の例文を紹介する。 
 
表 6: 『新潮文庫』、『話し言葉コーパス』での「多少」の各分類の用例数 
 ①明確な比較(%) ②文脈(%) ③その他(%) 合計(%) 
新潮文庫 8(9) 10(11) 69(80) 87(100) 
話し言葉コーパス 0(0) 0(0) 2(100) 2(100) 
 
表 7: 書き言葉と話し言葉のカテゴリーでの「다소」の各分類の用例数 
 ①明確な比較(%) ②文脈(%) ③その他(%) 合計(%) 
書き言葉 18(18) 6(6) 76(76) 100(100) 
話し言葉 1(5) 0(0) 19(95) 20(100) 
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① そうして、世間というものは、個人ではなかろうかと思い始めてから、自分は今までよ
りは多少、自分の意思で動くことができるようになりました。 (太宰治『人間失格』) 
② ボートも漕ぐセロも弾く唄の一つもという器用なたちで、中でも画は一番力を入れただ
けに多少格好がつき、(以後省略)                   (石川淳『葦手』) 
③ 多少注意すれば、其処には必しも幸福のみが住まっていない事が分かるかも知れない。 
(芥川龍之介『芋粥』) 
 
②では、「多少」の前に「ボートやセロや唄よりも」といったニュアンスが含まれてい
ると考えられる。 
 
考察:  
「多少」も「다소」も話し言葉と書き言葉で分類の割合に大きな違いはなかった。「다소」
のほうが明確な比較表現とともに用いられる場合が多かったが、文脈から判断される場合
も含めると日本語と朝鮮語とも 20%前後であった。 
 
2.2.2.2. 「少し」、「조금」 
①程度の小ささを表す用法、②その他の用法に分類し、それぞれの用法の日本語の例文
を紹介する。 
 
表 8: 『新潮文庫』、『話し言葉コーパス』での「少し」の各分類の用例数 
 ①小程度(%) ②その他(%) 合計(%) 
新潮文庫 1029(90) 115(10)  1144(100) 
話し言葉コーパス 11(85) 2(15)  13(100) 
 
表 9: 話し言葉と書き言葉のカテゴリーでの「조금」の各分類の用例数 
 ①小程度(%) ②その他(%) 合計(%) 
書き言葉 100(100) 0(0)      100(100) 
話し言葉 19(95) 1(5)      20(100) 
 
① 少し塗ってからそれを広く伸ばしていくのよ。  (藤原正彦『若き数学者のアメリカ』) 
② 少し聞きたいことがあるから、こっちへ来て、おすわり。    (山本周五郎『さぶ』) 
 
②では、必ずしも聞きたい内容が「少し」なわけではなく、「遠慮」のニュアンスが含ま
れていると考えられる。 
 
考察:  
「少し」も「조금」も話しことばと書きことばで分類に大きな違いはなかった。「조금」 
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では、「少し」に比べ小程度を表す以外の用法はほぼ存在しないように思われる。 
 
2.2.2.3. 「ちょっと」、「좀」 
①程度の小ささを表す用法、②その他の用法に分類し、それぞれの用法の日本語の例文
を紹介する。 
 
表 10: 『新潮文庫』『話し言葉コーパス』での「ちょっと」の各分類の用例数 
 ①小程度(%) ②その他(%) 合計(%) 
新潮文庫 336(53) 305(47) 641(100) 
話し言葉コーパス 68(18) 311(82) 379(100) 
 
表 11: 書き言葉、話し言葉のカテゴリーでの「좀」の各分類の用例数 
 ①小程度(%) ②その他(%) 合計(%) 
書き言葉 72(72) 28(28) 100(100) 
話し言葉 8(40) 12(60) 20(100) 
 
① 飽和水溶液は、ちょっとゆすってやっただけでも、すぐに結晶を沈殿しながら、         
飽和点に移行してしまうものである。           (阿部公房『砂の女』) 
② この次は私がご案内するわね、芝のボーリングでも赤坂のボーリングでも、ちょっと 
    顔が利くのよ。                   (石川達三『青春の蹉跌』)                   
  
②は、「ちょっと」顔が利くと考えるより平均水準を超えた程度顔が利くと考えた方が自
然である。 
   
考察:  
辞書の意味記述には見られなかったが、「좀」にも「ちょっと」と同じく小程度以外を表
す用法がある。また「ちょっと」も「좀」も、話し言葉では小程度以外を表す用法で使用
される割合が多くなる。 
 
2.2.3. 共起関係に関する考察 
「多少」の用例全 89 例および「다소」の用例全 120 例内に見られた「多少」と共起する
表現のうち、特に多く見られた表現は以下の表 12 のようになった。(「b. 明確な個別的比
較対象が示されている場合」については 2.2.2.1.の表 6 および表 7 の①にあたる。)なお、
a.-c.間で複数の条件に当てはまる用例もいくらか存在したが、その場合もそれぞれの条件
で別々に数えた。 
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表 12: 「多少」、「다소」と共起する文型の分類 
 朝鮮語 日本語 
a. 推量表現 (～かもしれない、～だろうなど) 7 26 
b. 明確な個別的比較対象 19 8 
c. 逆説確定 (～だが) 8 7 
合計 34 41 
 
考察:  
逆説確定の用例数は日本語と朝鮮語であまり差異がないが、2.2.2.1. で示したとおり朝鮮
語のほうが明確な比較対象とともに用いられることが多い。 
一方推量表現は朝鮮語より日本語で多用されていた。「多少」と推量表現について述べて
いる文献は見つかっていないが、「多少」が小程度ではなく不定の程度を表す(服部 1996)
ことから、言い切りの形よりも推量の表現と馴染みがよいのではないかと考える。 
また、「少し」、「ちょっと」および「조금」、「좀」における推量表現、明確な個別的比
較対象、逆説確定の含まれた用例数は以下のようになった。なお、日本語の用例数は朝鮮
語よりはるかに多かったためここではコーパスより抽出された全用例数から朝鮮語と同
じ 120 例に統一した。  
 
表 13: 「少し」、「ちょっと」と共起する条件の分類 
 少し ちょっと 
a. 推量表現 (～かもしれない、～だろうなど) 10  3  
b. 明確な個別的比較対象 2 0 
c. 逆説確定 (～だが) 5 19 
合計 17 22 
 
表 14: 「조금」、「좀」と共起する条件の分類 
 조금 좀 
a. 推量表現 (～かもしれない、～だろうなど) 7 4 
b. 明確な個別的比較対象 0 5 
c. 逆説確定 (～だが) 4 4 
合計 11 13 
 
考察:  
逆説確定の用例数は「多少」および「다소」とさほど変わりがなく、むしろ「ちょっと」
において一番多用されていることから、逆説確定は必ずしも「多少」および「다소」のみ
に特徴的な要素でないと思われる。一方明確な個別的比較対象が示されている用例は「多
少」および「다소」においてより多く見られる。また述語が推量表現である用例はやはり 
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圧倒的に「多少」において特徴的な要素であると言える。 
 
3. おわりに 
本稿では、コーパスを使用して「多少」、「少し」、「ちょっと」および「다소」、「조금」、
「좀」について使用頻度、意味用法、共起関係の面から考察した。日本語においては、割
合は異なるが「ちょっと」、「少し」両方に小程度を表す以外の用法が存在し、話し言葉で
「ちょっと」、書き言葉で「少し」を使い分ける傾向がある。一方朝鮮語では小程度を表す
以外の用法の役割はほぼ専ら「좀」が担っており、話し言葉書き言葉に関わらず「조금」
より「좀」が多用される。「多少」と「다소」を比較すると、「다소」のほうが明確な比較
表現と共起する場合が多く、また小説などでは「多少」より「다소」が使用される頻度が
高かったが、意味としてはほぼ同じ役割を持つと考えられる。ただし、「多少」が「다소」
に比べ推量表現と共に用いられる場合が多いことから、「多少」のほうがより不定の度合い
を表す意味合いが強いと考える。 
今回は主に「多少」の共起関係について検討したが、「多少」と「少し」、「ちょっと」間
の関係、「다소」と「조금」、「좀」間の関係についてのさらなる考察も必要であろう。これ
については今度の課題としたい。 
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